
 
 
 
 
 
 
 

第 1433 回例会 18 年 3 月 6 日(月) 
於 海南商工会議所   18:30～ 

 

１．開会点鐘           会長 塩崎博司 
２．ロータリーソング        「奉仕の理想」 
３．出席報告  

会員総数74名 出席者数45名 出席免除会員2名 

  出席率 62.5％ 前回修正出席率 73.61％ 

 

４．会長スピーチ         会長 塩崎博司 
 皆さんこんばんは。 

 今日は早川さんのお通夜

はあり、例会は暫時おこない

たいと思います。謹んでお悔

やみ申し上げます。お参りの

方もありますのでよろしく

お願いします。 

 また、WCS のフィリピン・

マンダウエ イースト RC 訪問の皆さん。ご苦労さま

でした。詳しい報告は、次回の例会でご報告願いま

す。 

 

５．幹事報告 

○例会変更のお知らせ 

 粉河ＲＣ 
3 月 22 日（水）→3 月 22 日（水） 

12:30～      さくらの丘 
 和歌山東南ＲＣ 

4 月 5 日（水）→4 月 7 日（金） 
18:00～ 京都ホテルオークラ 

（創立 35 周年記念式典） 
○休会のお知らせ 
  田辺東ＲＣ  3 月 22 日（水） 
  和歌山東ＲＣ 3 月 23 日（木） 
  和歌山東南ＲＣ 3 月 29 日（水） 
  粉河ＲＣ  3 月 29 日（水） 

 
６．委員会報告 

○国際奉仕委員会 

WCS フィリピン・マンダウエ イースト RC の訪問

が無事に終えられました。 

７．次回例会 
第 1434 回例会 平成１８年３月１３日（月） 

12：30～ 海南商工会議所４F 
 

＊＊＊ ニコニコ・ＢＯＸ ＊＊＊ 
 

３月のお祝い 
○会員誕生日 

２日 山畑弥生君   １９日 中村雅行君 
１６日 小椋孝一君   ３１日 山東剛一君 

○奥様誕生日 

３日 楠部悦子様   １７日 金川けい子様 

 １０日 山野三保子様  ２０日 倉橋みをり様 

 １２日 平尾美代子様  ２１日 花田恵子様 

 １３日 横出美保様   ２３日 荻野真由美様 

 １６日 吉田君江様   ３０日 吉田靖子様 

○結婚記念日 

  ３日 上南雅延君   １５日 小椋孝一君 

  ９日 吉田益巳君   ２６日 深谷政男君 

 １１日 大川幹二君   ２６日 岸 友子君 

 １３日 吉田昌生君   ２８日 橋爪哲生君 

 １４日 中村文雄君   ２９日 土井元司君 

 

○一般ニコニコ 

 出席者全員から、いただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

ステンハマー会長のキプロス訪問、 
地元の平和予備交渉に寄与 

 
 ギリシャ系住民とトルコ人との相互不信により分

断されている地中海のキプロス島で、ロータリアンを

含む住民が相互の不信を終結させようとしておりま

す。先月、カール ヴィルヘルム ステンハマーRI 会

長がニコシアで開催された IM に出席した時に、18 の

ロータリークラブの会員が、彼等の人道主義と平和追
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及の努力を認めて祝い合いました。”キプロスと当地

区のロータリーを大きく後押しするのに、非常に役立

ち、RI 会長の訪問に感謝します”とキレニアクラブ

の会員ジョンストロンギロス DG が語りました。 

 数世紀に渉り、キプロスは南ヨーロッパと中近東の

人達や文化の接点でしたが、過去約 43 年間に、地域

内暴力や緊張で、両者の協同や文化交流の望みが断た

れておりました。ギリシャとトルコ系キプロス島のロ

ータリアン間の協力で両極端な関係に微かな望みを

与えていると、ロータリーの指導者が語っております。 

ストロンギロス DG と同僚のギリシャ系のドロスジェ

ロポウロス PDG によれば、ロータリーの指導者達は、

キプロス島内のロータリーを人種的に区分しないよ

うにしました。18 クラブの中で２クラブがトルコ内

に在り、政治的にはこれらのクラブは別になっており

ます。キプロス島でのロータリークラブの結合は、ロ

ータリアンの平和への努力を実地に示したものです

と、ストロンギス DG とジェロポウロス PDG が述べま

した。”RI 会長の訪問は、我々が一緒に働くのに力

を沿えました。皆にとり明白な事は、全ロータリアン

が団結して行動している事で、我々は感謝します。”

とジェロボウロス PDG が語りました。ストロンギス

DG の言葉”宗教、文化、言語の相違に関係無く、皆

が地域の為に、ロータリーの下で、善意の人々を共に

支援するというロータリーの決意を実証しました” 

ジェロポウロス PDG は、現在の政治的な相違に拘わら

ず、ギリシャ系とトルコ系のキプロス島人は相互に会

話をしております。と説明し、”お互いに訪問し、政

治的集会、文化的会合、青少年集会、等々を協同で実

施しようとしており、我々は障害なるような問題を避

け、今迄のところ、ロータリーの路線に沿って活動し

ております”と述べました。社会と政治の割れ目に対

応しての地元キプロスのロータリアンの対応につい

て、以前にギリシャとトルコのロータリークラブ会員

間の平和と理解の育成を支援した事のあるルイス 

ジアイ前 RI 会長が感動しました。ジアイ元 RI 会長

は”ロータリーにとり大きな成果です。国連と政府が

両者を繋げようとしているが、実現しておりません。

然し、キプロスのロータリアンが、相違点を脇に置い

て、国の他の部分に交流の一例を示しました”ジアイ

元会長によると、キプロスのロータリアンは現在、

1980 年に危機的なアルゼンチンとチリの国境問題の

沈静化を助けたジェーズ L.ボーマー元 RI 会長の平

和達成の再現になるかも知れません。1 月３-５日の

訪問中にステンハマーRI 会長は、デメトリス クリ

ストフィアス大統領代理及び、ニ

コシアのミカエル ザムペラス

長を含むニコシアの政治的有力

者に会いました。更に地元の１０

のロータリークラブが協賛する

米貨 20 万＄の臍帯バンク開所式

に出席しました。”これはキプロ

ス島で、ロータリー財団が実施す

る最大のプロジェクトです”と次期財団委員長のジ

アイ元会長が述べました。 

国際協議会終る 
 

 2006 年 2 月 23 日に、約 530 名の次期地区ガバナー

が１週間に渉る教育会議を終了しました。其の間に参

加者はロータリーの推進、クラブの再生、会員増強、

ロータリー財団への寄付奨励等を研修しました。 

 ”鷹の眼のようなＳＡＡに一挙手一投足を常時監

視されて、この集中教育を切り抜けた人は、ロータリ

ーの中での如何なる不可能な使命でも遣り遂げる事

が出来るでしょうと言われております”と財団管理

委員のビチャイ・ラタクル元ＲＩ会長が、ガバナーエ

レクトに語りました。これは、ガバナーエレクトが、

定められた国際協議会の作業部会に間違い無く出席

するように監督する黄色のチョッキを着けた補佐役

につぃての言葉です。毎年、この時期に次期地区ガバ

ナーが協議会に出席し、ここで学んだ事をクラブと地

区に伝えるように求められております。今年は多忙な

１週間でした。午前の講演後にロータリアンはデスカ

ッショングループに向い、午後には講演が続き、夜は

フェローシップ活動が行われます。例外的に一日の午

後は自由時間がありますが、実際に休むのは、写真の

時間、一日に三食、コーヒーブレーク、睡眠だけで

す。”若しも体重が増えた方が居たら手を挙げて下さ

い”と 2006‐07 年度のウイリアムＢ．ボイド元ＲＩ

会長が最終日の講演で出席者に質問しました。 

 

＊ 国際親善＊ 

 多忙ながらも、この教育訓練中に、ガバナーエレク

ト達は世界中の人達との友好を深めました。バンケッ

トでの食事は他の国からの人と隣に座り、趣味や職業、

家族等について話をする新しい機会がありました。全

員が平等であり、ガバナーエレクトと同伴者が財団管

理委員や、ＲＩ役員、前ＲＩ会長と隣同士になったり

します。皆が、ボイド会長エレクトが 2006 年 7 月 1

日から１年間使用の同じブレザーコートとネクタイ

を着用しました。夜はガバナーエレクトが、休憩室に

集り国際フェステイバル夜用の歌や踊のリハーサル

を行いました。30 のグループがフェステイバルに参

加し、フランス、カナダ、ロシア、米国のロータリア

ンが”Love in Any Language"を上演しました。 

 第 3 日目には、ガバナーエレクトが出身地固有の服

装で会議場を行進しました。Ｄ1020（スコットランド）

のボッブ クリステイーは 8 ヤードのタータンのキ

ルトを着用し、Ｄ2350（中央ロシア・スエーデン）の

ＤＧエレクト夫人は家に 100 年以上も伝わるスエー

デン毛織ドレスを着用しました。一部の人にとり、こ

の会合で計画中のＧＳＥの相手に会う機会になりま

した。第一日目にＤ6150（米国、アーカンソー）のジ

ューデイ スイムズさんは彼女の地区のＧＳＥの行

く先になっている、ブラジルのガバナーエレクトに始

めて会い、”彼は実に立派ですね。興奮しておりま

す”と語りました。 

会報委員会 委員長 山野 明 副委員長 上野山雅也  嶌村佳郎 吉田昌生 山東剛一 柳生享男 


